
　

ま
ち
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、　

月　

日

１０

２４

と　

日
の
２
日
間
、
第　

回
生
き
い
き
「
ひ
の
」
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
、

２５

３２

役
場
前
や
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
か
れ
、
農
産
物
や
食
品
な
ど
を

販
売
す
る
即
売
部
門
、
文
化
団
体
な
ど
の
作
品
を
展
示
す
る
展
示
部
門
や

芸
能
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
町
制　

周
年
を
記
念
し
、
地
域
の
特
産
物
を
販
売
す
る

５０

「
ジ
ゲ
自
慢
コ
ー
ナ
ー
」
や
、
金
持
青
年
会
に
よ
る
獅
子
舞
、
久
住 
寿
来 

じ
ゅ
う
く

の
会
に
よ
る
も
ち
つ
き
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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古
代
の
地
名
は

漢
字
伝
来
で
大
き
く
変
わ
る

　　
「
日
野
」
と
い
う
地
名
は
「
日
」

に
「
野
」
と
書
く
。
地
名
の
由
来

を
考
え
る
際
に
、
つ
い
そ
の
漢
字

に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
が
、
地
名
で
も
名
字
で
も
、

あ
ま
り
漢
字
に
こ
だ
わ
る
と
本

来
の
意
味
を
見
失
う
こ
と
が
多

い
。

　

そ
も
そ
も
、
漢
字
が
日
本
に
伝

来
し
た
の
は
五
世
紀
ご
ろ
と
さ

れ
る
。
し
か
も
、
当
初
は
漢
字
の

音
だ
け
を
使
用
し
て
い
た
。
漢

字
の
意
味
か
ら
訓
読
み
を
使
用

し
始
め
る
の
は
平
安
時
代
ご
ろ

か
ら
だ
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
あ

る
地
名
や
名
字
は
、
ま
ず
「
地
名
」

が
あ
っ
て
、
あ
と
か
ら
漢
字
を
当

て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漢
字
は
後

付
け
な
の
だ
。

　

ま
た
、
奈
良
時
代
に
「
地
名
は

漢
字
二
文
字
に
せ
よ
」
と
さ
れ
た

た
め
、
古
代
か
ら
あ
る
地
名
は
、

こ
の
時
点
で
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

今
の
和
歌
山
県
は
か
つ
て
「
紀
」

の
国
と
い
っ
た
。
こ
こ
を
ル
ー

ツ
と
し
た
の
が
紀
氏
で
、
子
孫
か

ら
は
土
佐
日
記
で
有
名
な
紀
貫

之
が
で
て
い
る
。
し
か
し
「
紀
」

一
文
字
で
は
認
め
ら
れ
ず
、「
伊
」

を
つ
け
て
「
紀
伊
」
と
な
っ
た
。

同
じ
こ
と
は
各
地
で
行
わ
れ
た

の
だ
。

　
た
た
ら
製
鉄
と

地
名
の
つ
な
が
り

　　

さ
て
、
鳥
取
と
島
根
の
県
境
付

近
は
、
歴
史
の
古
さ
で
は
日
本
で

も
有
数
。
一
般
に
は
出
雲
地
方

が
有
名
な
た
め
、
島
根
だ
け
が
古

代
か
ら
栄
え
て
い
た
よ
う
な
印

象
が
強
い
が
、
実
は
こ
の
国
境
や

県
境
は
後
か
ら
政
治
的
に
引
い

た
も
の
。
も
と
も
と
両
県
境
は

一
つ
の
古
代
製
鉄
文
化
圏
だ
っ

た
は
ず
だ
。

　

日
本
神
話
に
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
の
話
が
あ
る
。
ス
サ
ノ
オ
ノ

ミ
コ
ト
が
天
上
か
ら
鳥
髪
山
（
船

通
山
）
の
「
肥
の
河
」
に
降
り
、

こ
こ
で
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退

治
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ロ
チ
の
体

内
か
ら
出
て
き
た
剣
が
天
皇
家

の
三
種
の
神
器
の
一
つ
と
な
る
。

こ
れ
は
、
大
和
朝
廷
が
製
鉄
で
栄

え
た
出
雲
王
国
を
支
配
下
に
お

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
。

し
か
も
、
天
皇
家
の
権
力
の
三
分

一
は
出
雲
王
国
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
出
雲
王
国
の
地
は
「
ヒ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
漢
字
が

入
っ
て
く
る
前
な
の
で
漢
字
は

な
い
。
そ
し
て
、「
ヒ
」
の
由
来
は

ヒ
ハ
ヤ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
（
樋
速
日

子
命
）
と
さ
れ
る
。
国
産
み
神
話

で
は
、
火
の
神
カ
グ
ツ
チ
を
産
ん

だ
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
大
や

け
ど
を
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
怒
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
が
カ
グ
ツ
チ
を
斬
り
殺
し

た
際
に
、
そ
の
血
か
ら
生
ま
れ
た

の
が
、
ヒ
ハ
ヤ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
で

あ
る
。
こ
の
ヒ
ハ
ヤ
ヒ
コ
ノ
ミ

コ
ト
も
ま
た
火
の
神
で
あ
っ
た
。

　

た
た
ら
製
鉄
で
は
火
は
重
要

だ
。
つ
ま
り
、
ヒ
ハ
ヤ
ヒ
コ
ノ
ミ

コ
ト
は
た
た
ら
製
鉄
を
行
っ
て

い
た
豪
族
の
神
で
、
そ
の
支
配
地

を
「
ヒ
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
後
、
こ
の
地
域
は

出
雲
と
伯
耆
に
二
分
さ
れ
、
奈
良

時
代
に
は
漢
字
二
文
字
に
す
る

必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
際
、
出
雲

側
の
「
ヒ
」
は
「
斐
伊
郡
」
に
、

伯
耆
側
は
「
日
野
郡
」
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「日野」は「火の国」か
 

▼「日野という地名の由来、金持党のルーツを探る」講演会
　

　金持伯耆守広親公就任８００年・金持大和守景藤公生誕７００年
を記念し、１０月２５日、「金持党発祥の地」碑と碑文の除幕式が
町観光協会により行われました。
　これに伴い、碑文を書いた姓氏研究家、森岡浩さんの講演会
が１０月２４日に町文化センターで開かれ、講演内容について森岡
さんに寄稿いただきましたので１１・１２月号に分けて紹介します。

特
別
寄
稿
「
日
野
と
い
う
地
名
の
由
来
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

岡　
　

浩

広報ひの ２００９年１１月号

　

実
は
、
名
字
か
ら
み
て
も
、
こ

の
地
域
と
出
雲
と
の
つ
な
が
り
は

明
ら
か
。
日
野
郡
付
近
に
多
い
、

景
山
・
門
脇
・
青
戸
・
勝
部
と
い
っ

た
名
字
は
、
実
は
島
根
県
が
本
拠

地
で
あ
る
。
名
字
は
人
に
付
随
し

て
い
る
も
の
な
の
で
、
行
政
区
分

と
は
関
係
な
く
、
同
じ
文
化
圏
で

は
名
字
の
構
成
が
同
じ
に
な
っ
て

い
る
。

　

県
を
越
え
て
奥
出
雲
と
と
も
に
、

一
つ
の
「
た
た
ら
製
鉄
文
化
圏
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
だ
ろ
う
。

出
雲
と
の
つ
な
が
り
表
す
、
共
通
の
名
字
の
分
布


